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社会福祉法人　滴 翠 会

　

新
年
度
を
迎
え
て

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会　
　
　
　

理
事
長　

高
木　

康
夫　

　

寒
い
冬
を
忍
ん
で
陽
春
の
四
月
を
迎
え
る
と

平
成
25
年
の
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
社

会
福
祉
法
人
滴
翠
会
の
各
施
設
は
平
成
24
年
度

に
計
画
さ
れ
た
事
業
を
と
ど
こ
お
り
な
く
消
化

し
て
新
し
い
年
度
に
入
り
ま
し
た
。
日
本
は
今
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
従
来
の
社

会
か
ら
大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
介
護
が
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
若
い
人
に

受
入
れ
ら
れ
定
着
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
衆
知
を
集
め
る
時
が
来
て
い
ま
す
。

最
近
発
表
さ
れ
た
二
〇
四
〇
年
の
茨
城
県
の
65

才
以
上
の
県
人
口
に
対
す
る
比
率
は
36
％
で
す
。

現
在
2�
％
以
上
を
超
高
齢
社
会
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
大
き
く
超
え
る
超
々
高
齢
社
会
で

厳
し
い
現
実
が
待
っ
て
い
ま
す
。
私
達
は
密
度

の
高
い
養
護
や
介
護
を
目
指
し
自
ら
を
向
上
さ

せ
外
か
ら
の
評
価
を
得
て
自
他
共
に
認
め
る
施

設
作
り
が
必
要
で
す
。
平
成
25
年
が
事
業
計
画

に
従
っ
て
ス
ム
ー
ス
に
進
行
す
る
こ
と
を
お
祈

り
し
ま
す
。

　

滴
翠
会
会
報
は
新
年
度
を
迎
え
、
無
事
四
月

号
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
の

御
支
援
を
一
重
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

評  議  員  会 （H25.3.23）
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一

　

食
べ
歩
き
会

　

四
月
二
日
は
男
性
、
四
月
四
日
は
女
性
と

二
回
に
分
け
て
洋
食
店
に
出
か
け
ま
し
た
。

男
性
は
八
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
カ
ツ
丼
・

メ
ン
チ
カ
ツ
・
ハ
ン
バ
ー
グ
・
生
姜
焼
き
な

ど
、
各
自
好
き
な
物
を
注
文
し
、
普
段
の
食

事
よ
り
多
め
で
し
た
が
全
員
完
食
し
、
皆
さ

ん
大
変
満
足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

女
性
も
、
同
じ
土
浦
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。
食
事
の
前
に
、

お
菓
子
や
洗
面
用
具
等
を
購
入
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
目
的
は
お
菓
子
の
様
で
す
。
女
性
も

全
員
洋
食
店
に
入
り
、
豚
カ
ツ
や
カ
ツ
丼
、

苑
で
は
出
て
こ
な
い
ハ
ン
バ
ー
グ
を
注
文
す

る
方
が
多
か
っ
た
で
す
。
皆
さ
ん
「
お
い
し

か
っ
た
の
で
又
来
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

車
窓
か
ら
は
、
桜
の
花
や
季
節
の
花
々
が

見
ら
れ
、
久
々
の
外
出
を
楽
し
む
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

苦
情
相
談
の
報
告（
平
成
二
十
四
年
度
）

　

①
の
内
容
の
中
で
、
ト
イ
レ
の
紙
の
使
い

過
ぎ
４
件
、
ト
イ
レ
使
用
後
水
を
流
さ
な
い

５
件
、
ト
イ
レ
用
サ
ン
ダ
ル
に
履
き
替
え
な

い
２
件
、
居
室
の
エ
ア
コ
ン
使
用
中
に
戸
を

開
け
た
ま
ま
出
て
行
っ
て
し
ま
う
３
件
等
で

す
。

　

特
に
ト
イ
レ
使
用
後
水
を
流
す
事
は
感
染

予
防
対
策
の
観
点
か
ら
、
そ
の
つ
ど
の
声
か

け
、
実
行
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

②
は
、
具
体
的
に
は
豆
腐
・
厚
揚
げ
・
ガ

ン
モ
の
出
る
回
数
が
多
い
と
の
事
で
し
た
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
月
一
回
の
給
食
会
議
で

利
用
者
の
要
望
や
、
毎
食
の
検
食
内
容
を
調

理
員
を
ま
じ
え
て
検
討
し
、
献
立
に
活
か
す

様
に
し
て
い
ま
す
。

相　

談　

内　

容

件

数

①
設
備
に
関
す
る
内
容

②
介
護
・
処
遇
に
関
す
る
内
容

③
日
常
生
活
に
関
す
る
内
容

④
対
人
関
係
に
関
す
る
内
容

�6
件

１
件

０
件

０
件

　
　
　

合　
　
　
　

計

�7
件

レ ス ト ラ ン に て
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総
合
健
康
診
断

　

三
月
二
十
六
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
高

齢
化
が
進
み
、
体
調
が
急
変
し
、
入
退
院
を

く
り
返
す
利
用
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
健
康
診
断
結
果
を
基
に
し
た
日

頃
の
注
意
が
重
要
で
す
。

　

検
査
内
容
は
次
の
項
目
で
す
。

　

特
に
肝
機
能
検
査
・
腎
機
能
検
査
・
糖
検

査
に
重
点
を
お
き
、
注
意
す
べ
き
問
題
点
が

あ
っ
た
場
合
、
看
護
師
の
指
示
を
あ
お
ぎ
、

食
事
内
容
や
お
や
つ
購
入
の
際
、
利
用
者
と

話
し
合
い
を
も
ち
、
健
康
維
持
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

総
合
健
康
診
断
は
全
職
員
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歩
け
歩
け
大
会
・

　
　
　

地
区
子
供
会
交
流
会

　

歩
け
歩
け
大
会
は
、
例
年
で
す
と
遠
距

離
・
中
距
離
・
近
距
離
に
分
け
て
歩
き
ま
す

が
今
回
は
、
全
員
苑
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
ま
で
バ
ス
で
移
動
し

ま
し
た
。
入
浴
後
、
地
区
子
供
会
十
名
の
皆

さ
ん
と
、
ペ
ア
に
な
り
、「
競
馬
で
Ｇ
Ｏ
！
」

の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
子
供
会
か
ら

は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
ア
ザ
レ
ア
の
大
き
な

鉢
三
鉢
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
供
達
の
顔
を
み
る
と
利
用
者
の
顔
も
ゆ

る
み
、
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

昼
食
を
一
緒
に
と
り
、
地
区
子
供
会
交
流

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

�
四
月
の
行
事

　

食
べ
歩
き
会
Ⅰ　
　
　
　

四
月　
　

二
日

　

食
べ
歩
き
会
Ⅱ　
　
　
　

四
月　
　

四
日

　

千
寿
会
総
会　
　
　
　
　

四
月　
　

十
日

　

桜
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

四
月　

十
一
日

　

滴
翠
会
創
立
記
念
式
典
・
ぼ
た
ん
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
二
十
九
日

子 供 会 と 交 流

検査項目 検査項目

血
圧

最高
血
液
一
般

白血球
最低 赤血球

肝
・
膵
機
能
検
査

AST(GOT) ヘモグロビン
ALT(GPT) ヘマトクリット
ガンマーGTP 血小板数
ALT

糖
血糖

尿
検
査

尿蛋白 HbA1c(JDS)
尿糖

腎
・
尿
路

尿酸
ウロビリノーゲン クレアチニン
尿潜血 【腎機能】

脂
質
代
謝

総コレステロール 尿素窒素
中性脂肪 【その他】
HDLコレステロール RF(リウマイシン)
LDLコレステロール
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一

　

み
ど
り
会
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　

24
年
度
み
ど
り
会
最
後
の
行
事
、
春
の
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
三
月
二
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
希
望
で
、
輪
投

げ
と
ボ
ー
リ
ン
グ
の
後
、
今
回
は
「
缶
タ
ワ

ー
」
の
個
人
戦
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
に
予

選
と
し
て
居
室
代
表
を
決
め
、
次
に
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
代
表
そ
し
て
、
決
勝
と
レ
ベ
ル
が
上

が
る
に
つ
れ
全
員
か
ら
注
目
を
受
け
、
強
豪

同
士
の
対
戦
に
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
の
感
想
で
は
、「
ボ
ー
リ
ン

グ
が
一
本
だ
け
残
っ
て
悔
し
か
っ
た
が
、
缶

タ
ワ
ー
で
は
部
屋
の
代
表
に
な
れ
て
嬉
し
か

っ
た
。」「
輪
投
げ
が
一
番
楽
し
か
っ
た
。」「
缶

タ
ワ
ー
の
時
緊
張
し
て
缶
が
倒
れ
て
し
ま
い

負
け
て
悔
し
か
っ
た
。」
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
が
あ
る
よ
う
で
し
た
。

　

全
員
が
参
加
で
き
る
競
技
を
考
え
る
の
は

少
し
大
変
で
す
が
、
協
力
し
合
っ
た
り
普
段

と
は
違
っ
た
一
面
も
見
る
事
が
出
来
、
ま
た

次
回
も
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
様
な
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

苦
情
相
談
の
報
告（
平
成
二
十
四
年
度
）

　

今
年
度
の
苦
情
相
談
の
う
ち
一
件
は
、
食

事
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
本
人
の
体
調
の
問
題
か
ら
食
事
内
容

を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

食
事
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
変
楽

し
み
な
も
の
の
一
つ
で
す
。
体
調
管
理
の
観

点
へ
の
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
つ

つ
楽
し
ん
で
も
い
た
だ
け
る
よ
う
栄
養
士
、

看
護
師
、
支
援
職
員
な
ど
多
職
種
が
連
携
し

チ
ー
ム
で
対
応
し
ま
し
た
。

み ど り 会 　 レ ク リ ェ ー シ ョ ン

相　

談　

内　

容

件

数

①
設
備
に
関
す
る
内
容

②
介
護
・
処
遇
に
関
す
る
内
容

③
日
常
生
活
に
関
す
る
内
容

④
対
人
関
係
に
関
す
る
内
容

０
件

２
件

１
件

０
件

　
　
　

合　
　
　
　

計

３
件
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�
職
員
研
修
・
会
議

　

看
護
師
研
修　
　
　
　
　

三
月　
　

八
日

　

社
会
福
祉
法
人
管
理
・
代
表
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月　

十
四
日

　

苦
情
解
決
研
修　
　
　
　

三
月
二
十
二
日

　

�
四
月
の
行
事

　

年
度
末
作
業
発
表
会　
　

四
月　
　

五
日

　

滴
翠
会
創
立
記
念
式
典
・
ぼ
た
ん
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
二
十
九
日

　

お　

花　

見

　

三
月
二
十
六
日
に
お
花
見
が
慈
翠
舘
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
全
国
的
に
桜
の
開
花
が
早
く
、

予
定
よ
り
十
日
間
早
め
て
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
少
し
肌
寒
く
感
じ
ら
れ
桜
も
八

部
咲
き
で
し
た
が
、
と
て
も
綺
麗
な
花
を
咲

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
又
、
お
昼
に
は
、
慈

翠
舘
の
調
理
員
が
作
っ
た
お
花
見
弁
当
が
配

ら
れ
、
桜
を
見
な
が
ら
食
べ
る
お
弁
当
は
味

も
格
別
な
よ
う
で
、
普
段
少
食
な
方
も
こ
の

日
ば
か
り
は
き
れ
い
に
食
べ
て
し
ま
う
程
で

し
た
。

　

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

対
抗
『
す
き
焼
き
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
』
を

行
い
、
最
後
に
お
花
見
に
は
か
か
せ
な
い
団

子
を
桜
の
下
で
皆
さ
ん
で
お
い
し
く
頂
き
な

が
ら
、「
桜
も
綺
麗
だ
っ
た
ね
、
お
弁
当
お

い
し
か
っ
た
ね
。」
と
皆
さ
ん
お
腹
も
心
も

満
た
さ
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
様
で

し
た
。

お 　 花 　 見
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

　

お　

花　

見

　

今
年
の
桜
の
開
花
は
記
録
的
に
早
く
、
明

翠
苑
で
も
四
月
上
旬
に
予
定
し
て
い
た
お
花

見
を
変
更
し
、
三
月
二
十
九
日
に
行
な
い
ま

し
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
隣
の
救
護
施
設
慈
翠
舘

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
借
り
し
て
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
桜
は
ち
ょ
う
ど
満
開
で
、
と
て

も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操
を
行
な

い
ま
し
た
。
体
操
で
体
が
ほ
ぐ
れ
た
と
こ
ろ

で
、
そ
の
後
は
、
動
物
も
の
ま
ね
ゲ
ー
ム
を

し
ま
し
た
。
進
ん
で
も
の
ま
ね
を
行
な
っ
て

く
れ
る
方
も
い
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し

た
。

　

最
後
は
や
は
り
“
だ
ん
ご
”
で
す
。
お
ま

ん
じ
ゅ
う
と
お
茶
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
改
め
て
満
開
の
桜
を
眺
め
ま
し

た
。

　

苦
情
相
談
の
報
告（
平
成
二
十
四
年
度
）

　

平
成
二
十
四
年
度
に
苦
情
相
談
と
し
て
受

け
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

苦
情
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
皆
様
か
ら
の

幅
広
い
ご
意
見
、
ご
要
望
も
受
け
つ
け
て
お

り
ま
す
。
皆
様
方
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
よ

り
良
い
施
設
運
営
を
築
い
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

明 翠 苑 の お 花 見

相　

談　

内　

容

件

数

①
設
備
に
関
す
る
内
容

②
介
護
・
処
遇
に
関
す
る
内
容

③
日
常
生
活
に
関
す
る
内
容

④
対
人
関
係
に
関
す
る
内
容

０
件

０
件

０
件

０
件

　
　
　

合　
　
　
　

計

０
件
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ふぁみりー通信

３月の出来事
３月３日　「ひなまつり」おひな様
　を前に、桜まんじゅうや甘酒を楽
　しみながら、桃の節句を祝いまし
　た。
３月５日　皮膚科の先生が往診にみ
　え、�6名の方が診察を受けました。
３月19日　「鍋の日」今月はエビ団
　子、タラ、わたりガニなどが入っ
　た海鮮鍋を召し上がっていただき
　ました。
３月22日　「彼岸法要」明翠苑でお
　亡くなりになった方の位牌が祭壇
　に安置され、導師による法話・読
　経、利用者・職員による焼香が行
　なわれ、ご冥福をお祈りしました。
３月28日　「ふらんす亭の食事」昼
　食が４種類用意され、好きなもの
　を選んで召し上がっていただきま
　した。
３月28日　「売店」が午後から開店し、
　お菓子類など好きなものを購入し
　ていただきました。
３月29日　「お花見」隣の慈翠舘グ
　ラウンドでお花見を行いました。
　桜が満開でとてもきれいでした。
３月29日　防災訓練が行なわれ、非
　常用ライトや電池、ビニールシー
　ト等の保管場所や使い方を確認し
　ました。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

ご家族との外出・外泊
　特別養護老人ホームに入るとご家
族との外出や外泊は難しいと考える
方もいらっしゃるかもしれませんが、
そのようなことはありません。
　明翠苑の場合、外出・外泊する際、
その多くはご家族からお話がありま
す。外出・外泊の連絡をご家族から
いただくと、まずご本人の体調が大
きなポイントとなります。いくらご
本人やご家族の希望でも、体調が悪
い場合は、外出・外泊を遠慮してい
ただいております。又、��月から３
月の感染症流行時季にもなるべく外
出・外泊はひかえていただいています。
　外出・外泊が可能であれば、薬や
車椅子等の介護用品、又必要に応じ
て衣類なども準備してお待ちしてい
ます。これらの準備の都合から、で
きれば数日前にご連絡いただければ
助かります。
　暖かい季節となりました。ご家族
と一緒に少しの時間でも外の空気を
楽しまれるのもいかがでしょうか。

明翠苑ニュース
（３月分）

面　会　　　　89件　延��7名来苑
ショートステイ　　8名　延  44日利用
ボランティア
　　売　　店　　�名　２日来苑
研　修
認定調査員現任研修　　　３月�2日
社会福祉法人管理・代表者研修
　　　　　　　　　　　　３月�4日
茨城県老人福祉施設協議会総会
　　　　　　　　　　　　３月2�日
石岡市福祉施設連絡協議会３月26日
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

八
二
〇
〇

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

三
月
十
一
日（
月
）

参加人数　　　10名（男３名　女７名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、魚のから揚梅ソース、
　　　　　　　長芋と鶏肉の煮物、ほうれ
　　　　　　　ん草のごまあえ
入　　浴　　　10名
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　学習

　早いもので、東日本大震災から２
年がたちました。今でもあの時の恐
怖は忘れられません。いまの幸せ（生
活）があたり前ではなく、ありがた
いものであると感じています。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

三
月
十
八
日（
月
）

参加人数　　　９名（男３名　女６名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、鶏ささみの緑焼き、大根
　　　　　　　と干し海老の煮物、小松菜とし
　　　　　　　めじのクルミ和え、みかん缶
入　　浴　　　９名
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　ぬり絵、クッキング

　クッキングで苺大福を作りました。
利用者３名で協力し、苺を餡で包み
求肥でくるみました。見た目もよく、
食べてもとてもおいしかったです。
中身の苺を別の物にして、また作っ
てみたいと皆さん言っていました。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

三
月
二
十
九
日（
金
）

参加人数　　　７名（男１名　女６名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、カジキソテーの中華あん
　　　　　　　　かけ、里芋の田楽、ほうれん草
　　　　　　　　のお浸し、みかん缶
入　　浴　　　７名
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　花見

　明翠苑と合同のお花見です。例年よ
り10日も早く咲き、慈翠舘のグラウ
ンドの桜はちょうど満開で、とても
きれいでした。空は薄曇で心配されま
したが、楽しい時間が過ごせました。
おまんじゅうおいしかったです。

　

苦
情
相
談
の
報
告（
平
成
二
十
四
年
度
）

　

苦
情
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何

か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
ご
相

談
下
さ
い
。

デ イ サ ー ビ ス の お 花 見

相　

談　

内　

容

件

数

①
設
備
に
関
す
る
内
容

②
介
護
・
処
遇
に
関
す
る
内
容

③
日
常
生
活
に
関
す
る
内
容

④
対
人
関
係
に
関
す
る
内
容

０
件

０
件

０
件

０
件

　
　
　

合　
　
　
　

計

０
件
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
三
四

　

心
の
ゆ
と
り
の
大
切
さ

　

両
親
あ
る
い
は
配
偶
者
を
在
宅
で
介
護
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
ゆ
と
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か
で
大
き
な
違
い

が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
気
持
ち
に
余
裕
が

な
い
と
“
ど
う
し
て
私
が
こ
ん
な
思
い
を
し

な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
”
と
、
疲
労
だ
け
が

残
る
辛
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
寝
た
き
り
の
義
母
の

介
護
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
認
知
症
で

目
の
離
せ
な
い
親
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
一
日
中
介
護
に
追
わ
れ

て
自
分
の
趣
味
を
す
る
時
間
も
な
い
な
ど
、

初
め
は
熱
意
を
持
っ
て
い
た
介
護
が
だ
ん
だ

ん
重
荷
に
な
り
、
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら

な
い
介
護
生
活
に
孤
独

感
や
閉
塞
感
が
強
ま
っ

て
精
神
的
に
追
い
つ
め

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
す

れ
ば
ゆ
と
り
が
生
ま
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
第
一
に
協

力
者
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
一
人
で
介
護
す

る
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
が
役
割
を
担
当
す

る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
「
介
護
」
が
家
族

み
ん
な
の
共
通
の
も
の
に
な
り
、
話
し
合
っ

た
り
お
互
い
に
弱
音
を
吐
い
た
り
す
る
こ
と

で
家
族
に
連
帯
感
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
も
な

る
の
で
す
。

　

し
か
し
老
夫
婦
世
帯
や
核
家
族
が
増
え
た

今
、
一
人
で
介
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
時
は
地
域

や
近
所
の
人
た
ち
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ

と
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
“
私
は
こ

ん
な
に
大
変
な
の
、
助
け
て
”
と
発
信
す
る

の
で
す
。
徘
徊
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
つ
け

て
く
れ
た
り
、
緊
急
時
に
救
急
車
を
呼
ん
で

く
れ
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
切

羽
詰
ま
っ
た
心
に
光
を
灯
す
手
助
け
に
な
る

で
し
ょ
う
。
他
に
、
地
域
で
は
介
護
者
の
集

い
や
相
談
会
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
っ
た
集
ま
り
に
参
加
し
て
他
の
人
の

話
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
悩
み
を
打
ち
明
け

る
こ
と
で
“
大
変
な
の
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な

い
ん
だ
”
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
心
が
少

し
軽
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

苦
情
相
談
の
報
告（
平
成
二
十
四
年
度
）

　

平
成
二
十
四
年
度
に
受
け
た
苦
情
相
談
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
で
、
不
満

や
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相　

談　

内　

容

件

数

①
設
備
に
関
す
る
内
容

②
介
護
・
処
遇
に
関
す
る
内
容

③
日
常
生
活
に
関
す
る
内
容

④
対
人
関
係
に
関
す
る
内
容

０
件

０
件

０
件

０
件

　
　
　

合　
　
　
　

計

０
件



養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 翠 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 翠 　 舘
特別養護老人ホーム　  明 　 翠 　 苑
特別養護老人ホームユニット型　  明 　 翠 　 苑
デイサービスセンター　  華　翠　会　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー
医　療　法　人　 高 　 木 　 医 　 院

社会福祉法人　滴　翠　会

ご利用をお待ちしています
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滴翠会創立37周年記念式典
第20回 ぼ た ん ま つ り

日　時　４月29日（月・祝） 午前９時30分より

場　所　慈翠舘　　明翠苑　　華翠会舘
　　　　石岡市半ノ木

催　事　・記念式典
　　　　・アトラクション
　　　　・模擬店
　　　　・ぼたんの販売

養 護 老 人 ホ ー ム　 滴　翠　苑（創立37周年）
救　　護　　施　　設　 慈　翠　舘（創立35周年）
特別養護老人ホーム　 明　翠　苑（創立32周年）
デイサービスセンター　 華 翠 会 舘（創立24周年）


